








Alport 症候群 8例に対して腎移植をおこない,HLA抗原,末梢血リンパ球サブポピュレーシ

ョンを中心に,免疫遺伝学的側面から検討を加えた。移植腎生着率は 3 年の時点で 100%で

あり，腎移植は末期腎不全に陥った Alport 症候群患者に対して有効な治療法と考えられた。

末梢血リンパ球サブポピュレーションは他の原疾患を有する患者と比較して差はみられず,

良好な移植腎生着率とも併せて,Alport 症候群の病像形成に全身的な免疫反応の関与は少

ないものと考えられた。 


